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マサバとゴマサバ仔魚の黒色素胞形成および体形の比較： 
形態による種同定の再検討
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Larval morphology of Scomber japonicus and Scomber australasicus:  
Re-evaluation of morphological characteristics as species identifiers

Chiyuki SASSA1 † , Mami SAITO2, Toru KITAMURA2, Yoshinobu KONISHI1 and Youichi TSUKAMOTO1

Chub mackerel Scomber japonicus and spotted mackerel S. australasicus are important fishery resources in the western 
North Pacific and its adjacent seas. Larval morphology of these two species is similar, and no clear conclusion has been 
reached as to whether it is possible to distinguish larvae of the two species based solely on morphological characteristics. 
Using specimens fixed and preserved under the same conditions, we compared the larval morphology of S. japonicus and 
S. australasicus to investigate the possibility of morphological species identification. We used a total of 1,172 Scomber 
spp. larvae of <9 mm in body length （BL） collected in the southern East China Sea during February and March, 2004–
2010. After observing morphometric characteristics and pigmentation, the species of each larva was identified by using 
polymerase chain reaction–restriction fragment length polymorphism analysis of mitochondrial DNA （mtDNA）. We 
identified 590 S. japonicus and 582 S. australasicus larvae. There was no interspecific difference in BL at notochord flex-
ion. In larvae of <7 mm BL, the frequency of occurrence of internal melanophores at the nape was significantly higher in 
S. australasicus than in S. japonicus. In larvae of 3.0–6.9 mm BL, the number of melanophores in a series along the ven-
tral midline of the tail was significantly lower in S. australasicus than in S. japonicus. Pre-anal length relative to BL and 
head length relative to BL were significantly higher in S. australasicus than in S. japonicus in larvae of <4 mm BL and 
4.0–6.9 mm BL, respectively. We applied discriminant analysis to use these characteristics to differentiate the species, 
but the accuracy rate was relatively low （76%） because of large overlaps in ranges of the characteristics for the two spe-
cies. We conclude that mtDNA analysis is necessary to accurately identify larvae of these two Scomber spp.
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はじめに
マサバ（Scomber japonicus Houttuyn, 1782）とゴマサバ（S. 
australasicus Cuvier, 1832）は東アジアにおける重要な水産
資源で，2004–2010年の日本の漁獲量はそれぞれ24万–33
万トン，18万–27万トンであった（水産庁・水産総合研究
センター，2012）．これらの資源の適切な管理に資する資
源評価の精度向上を図るためには，資源の年変動機構を理
解することが重要である．一般に，生活史初期における生
残の年変動が魚類資源の加入量の多寡を決定する主要な要

因と考えられており（Chambers and Trippel, 1997; Fuiman 
and Werner, 2002），サバ属についても生活史初期の発育段
階を種レベルで同定し，それらの分布，成長および生残に
ついて明らかにする必要がある．
世界の海洋においてサバ属はマサバ，ゴマサバ，タイセ

イヨウサバ（S. scombrus Linnaeus, 1758）およびAtlantic 
chub mackerel （S. colias Gmelin, 1789）の 4種によって構成
される（Collette and Nauen, 1983; Scoles et al., 1998; Collette, 
1999; Collette et al., 2001）．マサバはオセアニアと南米東岸
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を除く太平洋温帯域の沿岸，ゴマサバは北インド洋・西部
太平洋亜熱帯域の沿岸（局所的にハワイ，メキシコ西岸に
も分布），タイセイヨウサバは北大西洋温帯域，Atlantic 
chub mackerelは大西洋亜熱帯域の東岸・西岸に主に分布す
る（Collette and Nauen, 1983; Collette et al., 2001）．いずれの
種も重要な水産資源であることから，それらの仔魚の形態
記載が行われてきた（矢部，1953; 内田，1958; 渡部，
1970; Berrien, 1977; 黒田ほか，1982; Ozawa, 1984; Ambrose, 
1996; Trnski and Neira, 1998; Richards, 2005; Mendiola et al., 
2008）．アメリカ大西洋岸に混棲するタイセイヨウサバと
Atlantic chub mackerel*1の仔魚の形態を比較した研究によ
れば，両種には脊椎骨数，体形発育（肛門前部長／体長，
体高／体長）および黒色素胞形成に違いが認められ，形態
的特徴により容易に識別される（Berrien, 1977）．同様の結
果は，産卵親魚の飼育・産卵誘導によって得たマサバ仔魚
とタイセイヨウサバ仔魚の体形（口径，頭高，眼径など）
を詳細に比較したMendiola et al. （2008）においても報告さ
れている．
一方，マサバとゴマサバの仔魚の識別に関しては，矢部

（1953），渡部（1970）およびOzawa（1984）の研究がある．
矢部（1953）は，東シナ海南部および薩南海域で採集した
サバ属仔魚とマサバと報告された仔魚の知見 *2（内田，
1942, 1943）を比較し，肛門がより後位で尾部腹中線の黒
色素胞数が少ないなどの特徴を有する採集個体（全長3.8–
7.1 mm）をゴマサバと推定した．渡部（1970）は，伊豆・
房総・常磐海域から得られたマサバ仔稚魚［標準体長（SL）
約4–19 mm］の体長–頭長関係および体長–肛門前部長関
係のグラフに，矢部（1953）がゴマサバと推定した6個体
（3.7–5.9 mm SL）の測定値を加えて比較した．その結果，
同一体長では頭長と肛門前部長ともにゴマサバの値がマサ
バより大きいことから，同じ発育期では，頭長や肛門前部
長の相違により両種を区別できるとした．Ozawa （1984）
は，南シナ海北部と東シナ海北部で採集したサバ属仔魚
（2.3–9.2 mm SL）が，既往のマサバ仔魚では記載されたこ
とがない項部の黒色素胞*3を有することに注目した．そ
して，最大個体の背部担鰭骨や背鰭棘の数がゴマサバ型を
示したことから，これら項部色素胞をもつ仔魚をゴマサバ
とし，マサバにはそれが出現しないとした．しかし，これ
らの研究では，異なる海域から得られた仔魚の標本あるい
は形態情報と比較したり，比較した標本数が極めて少な
かったり，さらに種査定の根拠が明確でないなどの問題が

あり，沖山（1980）が指摘しているようにいまだ信頼でき
る形態的識別法が確立していない．
マサバに較べるとゴマサバはより暖水・沖合性が強く，

日本の太平洋岸では両種の主産卵場は地理的におおむね分
離している（落合・田中，1998; Sugisaki et al., 2010）．一方，
東シナ海南部には両種の産卵場が形成され，仔魚も数多く
採集される海域であることから（Sassa and Tsukamoto, 
2010），両種の初期生態特性を比較するのに都合が良い．
西海区水産研究所では2004–2010年に東シナ海南部で採集
したサバ属仔魚をmtDNA分析により種同定し，初期生態
を種別に解析しているが，同時に両種の形態学的な違いを
検討するための観察データも蓄積させてきた．本報では，
天然で同じ条件で採集され，固定・保管された標本を用い
て，マサバとゴマサバ仔魚の黒色素胞形成と体形発育を詳
細に比較し，形態による仔魚の種判別の可能性について再
検討した．

材料と方法
標本の採集
サバ属仔魚の標本は2004年から2010年の2–3月に北緯25
度30分から28度30分の東シナ海南部の陸棚縁辺域におい
て，陽光丸（西海区水産研究所所属，499トン）により行っ
た計7回の航海で採集した（Fig. 1, Table 1）．いずれの年も，
グリッド状に設定した35–37測点において観測を実施した
（Fig. 1, Table 1）．標本はボンゴネット（口径60 cm，目合
0.34 mm）による水深150 mから海面までの傾斜曳き（た
だし，調査測点の水深が150 m以浅の場合は海底直上10 m
から海面まで）により採集した．標本は採集後直ちに99%

Figure 1.　Sampling locations in the shelf-break region of the 
southern East China Sea during February and March of 
2004–2010.

*1 原著論文ではマサバの学名Scomber japonicusを用いているが，近
年の研究より（Collette, 1999），大西洋のS. japonicusはS. coliasと
変更された．

*2 内田恵太郎博士から提供を受けた全長9.0 mmのマサバ仔魚1個
体も比較に用いている．

*3 小沢（1988）では「肩部体側筋始部下の黒色素胞」と記されて
いるが，これは若干の混乱を招く名称であるので，ここでは「項
部の黒色素胞」と呼ぶ．脚注4も参照．
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エタノールに浸して保存した．
研究室において沖山（1988）を参考にサバ属仔魚を選別

し，個体識別するために固有の番号を記した6 mlのスク

リュー管瓶に個体ごとに保管した．これらすべての個体に
ついて，実体顕微鏡に取り付けたデジタルカメラにより全
体像の写真を撮影し，体長（BL）をマイクロメータによ
り0.1 mmまで計測した．体長は脊索屈曲前の前屈曲期仔
魚（preflexion larva）の場合には脊索長（NL），屈曲期仔
魚（flexion larva）と後屈曲期仔魚（postflexion larva）の場
合には標準体長（SL）を測定した．

仔魚のmtDNA分析による種同定
本研究では，9 mm BL未満の仔魚1,172個体をmtDNA分析
に供した．mtDNAのPCR-制限酵素断片長多型（RFLP）分
析によるサバ属の種同定は，以下の通り，瀬崎ら（2001）
およびSassa and Tsukamoto （2010）に従った．各個体の全
DNAを抽出後，mtDNAのシトクロームb遺伝子の部分領域
（320 bp）をPCR（遺伝子反復増幅法）により増幅した．精
製したPCR増幅産物をマサバおよびゴマサバのそれぞれの
塩基配列を特異的に認識する制限酵素MvaIおよびMboIに
より断片化処理を行った．制限酵素消化物の検出は，1.5%

Table 1.　Sampling dates in the shelf-break region of the East 
China Sea, the number of stations sampled （n） and the num-
ber of Scomber japonicus and S. australasicus larvae ana-
lyzed.

Date n S.  
japonicus

S.  
australasicus

27 February–10 March 2004  36 102 142
1–11 March 2005  37 170  84
23 February–7 March 2006  37  29  43
12–24 February 2007  37  41  11
17–25 February 2008  36  85 100
21 February–2 March 2009  36  41 142
18–27 February 2010  35 122  60
Total 254 590 582

Figure 2.　Scomber spp. larvae. （A） S. japonicus （4.3 mm in notochord length）; （B） S. australasicus （4.4 mm in 
notochord length）; （C） dorsal view of the head of S. australasicus （5.8 mm in standard length）. NM and VM in-
dicate internal melanophores at the nape, and the series of melanophores along the ventral midline of the tail, re-
spectively. There were 17 melanophores observed along the ventral midline of the tail in S. japonicus larvae and 
10 in S. australasicus.



— 39 —

マサバとゴマサバ仔魚の黒色素胞形成および体形の比較

アガロースゲル電気泳動後のエチジウムブロマイド染色に
より行い，DNA断片の泳動パターンから種同定した．本手
法により，97.4%の個体について種同定ができた．
一方，瀬崎ら（2001）の報告にない泳動パターンを示す

個体がわずかながら出現した（全体の2.6%）．これらには，
シトクロームb部分領域のMvaIおよびMboIの制限サイト
において種内変異（制限酵素による切断部位が出現する突
然変異や逆に切断部位が消失する突然変異）が確認されて
いる（佐々ほか，未発表データ）．そこで，これらの泳動
パターンを示したすべての個体については，シトクローム
b部分領域のシーケンスを行い，得られた塩基配列データ
にGenBankから入手したマサバとゴマサバの塩基配列デー
タ（DDBJ/EMBL/GenBank databases AB032515–AB032520）
を加えて近隣結合樹を作成し，仔魚の塩基配列がどちらの
クラスターに属するかによって種を判別した．
本研究では，母系遺伝するmtDNAを用いて種同定を

行っており，マサバとゴマサバの交雑個体が出現した場合
には，その識別ができない．これまで両種の天然交雑は確
認されているものの，その出現頻度はサバ属全体に対して
0.3%程度と低い（谷口ほか，1989; 斉藤，2001）．したがっ
て，計1,172個体のサバ属仔魚を分析している本研究にお
いては，仮に交雑個体が含まれていたとしても，結果の解
釈に重大な影響は及ぼさないものと考えられる．

黒色素胞の観察および体形計測
mtDNA分析に供する前に ,一部の仔魚については黒色素胞
の観察および体形計測を行った．858個体については，項
部*4の黒色素胞の有無の観察（Fig. 2A–C）および肛門か
ら尾柄部までの尾部腹中線に沿って分布する黒色素胞の数
を計数した（Fig. 2A, B）．また，692個体については，肛
門前部長（PAL）と頭長（HL）を実体顕微鏡に取り付け
たマイクロメータを使用して0.1 mmまで計測した．
マサバとゴマサバ仔魚の数量的な区別の可否を明らかに

する目的で，上記4形質のうち有意差が認められたものを
用いて，SYSTAT 11 （Systat Software, Inc.）により，線形判
別分析を行った．なお，本分析には黒色素胞の観察と体形
計測の両方を行ったサバ属355個体を用いた．

結　果
個体数と体長組成
mtDNA分析により，分析に用いたサバ属仔魚のうち，590
個体がマサバ，582個体がゴマサバであった（Table 1）．
また，マサバとゴマサバ仔魚の平均体長±標準偏差はそれ

ぞれ4.9±1.29 mm BL，5.0±1.30 mm BLであった（Fig. 3）．

脊索屈曲
脊索屈曲は，マサバでは3.8 mm BL，ゴマサバでは3.9 mm 
BLにて生じ始めた（Fig. 4）．その後，徐々に屈曲期仔魚
の割合が増加し，両種とも5.0–5.9 mm BLの個体の80%以
上は屈曲期仔魚であった（Fig. 4）．6 mm BL以降，後屈曲
期仔魚の割合が増加し，マサバは6.8 mm BL，ゴマサバは
6.7 mm BL以降はすべて後屈曲期仔魚となった．Fig. 4よ
り，体長と発育ステージの出現頻度の関係に種間で違いが
認められなかったので，以降，仔魚体長を基本として形態
を両種で比較した．

項部の黒色素胞
項部の黒色素胞は2.0–2.9 mm BLのマサバ仔魚では認めら
れず，出現頻度は 3.0–3.9 mm BLの 22.1%から 7.0–8.9 mm 
BLの90.9–94.4%まで体長とともに次第に増大した（Fig. 5）．
ゴマサバの場合，2.0–2.9 mm BLですでに50%の個体で項
部に黒色素胞の出現が認められた（Fig. 5）．その出現頻度
は3.0–4.9 mm BLで83.1–86.2%まで上昇し，5.0–8.9 mm BL
では90.9–100%の個体で認められた．
種間で項部の黒色素胞の出現頻度を各体長階級について

較べると，7 mm BL未満の各体長階級においてゴマサバの
方がマサバより有意に高い出現頻度を示した（Fisherの直

Figure 3.　Length-frequency distributions of Scomber japonicus 
and S. australasicus larvae examined in this study. SD: stan-
dard deviation.

*4 中坊（2013）によると，「項部」とは，「後頭部の直後で，鰓孔上
端の上から背鰭起部前方のあたりをさす」と規定している．また，
Nakabo （2002）では項部の英名に「nape」をあたえている．項部
（nape）は，魚類仔稚魚の形態記述に関する文献でも使われてい
る用語である（Trnski and Neira, 1998）．
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接確率法；p<0.05, Fig. 5）．その一方で，7.0–8.9 mm BLで
は出現頻度に違いは認められなかった（p>0.05）．
いずれの種においても，項部の色素胞は5 mm BL未満
では体表面に認められたが，約5 mm BL以降から体内に
埋没し始めた．項部の色素胞は8 mm BL未満までは実体
顕微鏡下で鮮明に確認できるが，8 mm BL以降になると，
さらに体内に埋没し，観察しづらくなった．このため，両
種とも 8.0–8.9 mm BLでの出現頻度が 7.0–7.9 mm BLのそ
れと比較して若干低下した（Fig. 5）．

尾部腹中線の黒色素胞数
マサバの尾部腹中線の黒色素胞数は2.0–2.9 mm BLの平均
15.8個から8.0–8.9 mm BLの平均10.6個までほぼ直線的に
減少した（ピアソンの相関係数；r=-0.424, n=419, p<0.05, 
Fig. 6）．一方，ゴマサバの黒色素胞数は2.0–2.9 mm BLで
平均14.8個であるが，3.0–3.9 mm BLになると12.0個と大
きく減少した．4 mm BL以降は標準偏差が大きいものの，
平均値は10–12.3個の範囲で体長とともに緩やかに減少し
た（r=-0.284, n=439, p<0.05, Fig. 6）．
種間で尾部腹中線の黒色素胞数を各体長階級について較

べると，3.0–6.9 mm BLの各体長階級においてのみゴマサ
バの黒色素胞数の方がマサバより有意に少なかった（t検
定；p<0.05, Fig. 6）．これら違いが認められた4つの各体長
階級について，尾部腹中線の黒色素胞数を種別にヒストグ
ラムで示した（Fig. 7）．いずれの体長区分においても黒色
素胞数は両種で大きく重複していたが，3.0–3.9 mm BLで
黒色素胞数が9未満の個体はすべて，4.0–5.9 mm BLで黒
色素胞数が 10未満の個体の 95.7%はゴマサバであった．
一方，5.0–5.9 mm BLで黒色素胞数が17以上の仔魚はすべ

Figure 4.　Frequency of occurrence of the three larval stages of 
Scomber japonicus and S. australasicus in relation to body 
length.

Figure 5.　Frequency of occurrence of internal melanophores at 
the nape in Scomber japonicus and S. australasicus larvae in 
relation to body length. Asterisks indicate significant differ-
ences between the two species （Fisher’s exact test, p<0.05）.

Figure 6.　Number of melanophores in a series along the ventral 
midline of the tail in relation to body length in larvae of 
Scomber japonicus and S. australasicus. Vertical bars repre-
sent±standard deviation of the mean. Asterisks indicate sig-
nificant differences between the two species （t-test, p<0.05）.
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てマサバであった．

肛門前部長と頭長
両種とも，体長に対する肛門前部長（PAL/BL）と頭長（HL/
BL）は仔魚の成長にともない直線的に増大した（Fig. 8）．
PAL/BLは，マサ バでは 2.0–2.9 mm BLの 44%から 8.0–
8.9 mm BLの56%まで，ゴマサバでは2.0–2.9 mm BLの42%
から8.0–8.9 mm BLの 61%まで増大した（Fig. 8）．HL/BL
は，マサバでは 2.0–2.9 mm BLの 26%から 8.0–8.9 mm BL
の30%まで，ゴマサバでは2.0–2.9 mm BLの26%から8.0–

8.9 mm BLの33%にまで増大した（Fig. 8）．
PAL/BLは4 mm BL以上の各体長階級の仔魚において，
ゴマサバの方がマサバより有意に大きかった（t検定；
p<0.05, Fig. 8）．また，HL/BLは4.0–6.9 mm BLの各体長階
級の仔魚において，ゴマサバの方がマサバより有意に大き
かった（t検定；p<0.05）．しかし，これらの形質について
は上記の体長範囲以外では両種の差は認められなかった（t
検定；p>0.05）．

判別式
9 mm BL未満の仔魚について，体長（BL），両種で有意な
違いが認められた項部の黒色素胞の有無（NM），尾部腹
中線の黒色素胞数（VM），肛門前部長（PAL）および頭長
（HL）のデータを用いた線形判別分析により以下の判別関
数 zを得た．なお，これら4つの形質すべての観察データ
がそろっているマサバ158個体，ゴマサバ197個体を用い
た．

z= -3.933+1.452BL-2.202NM+0.232VM 
-0.994PAL-1.329HL

Figure 7.　Distribution of the number of melanophores in a se-
ries along the ventral midline of the tail of Scomber japoni-
cus and S. australasicus in four size classes. Ranges without 
large overlap between the two species （i.e. possible ranges 
for identifying species using this characteristic） are shown in 
grey.

Figure 8.　Changes in body proportions through the early devel-
opment of Scomber japonicus and S. australasicus. Vertical 
bars represent±standard deviation of the mean. Asterisks 
represent significant differences between the two species （t-
test, p<0.05）. PAL, pre-anal length; HL, head length; BL, 
body length.
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この判別式において，プラスあるいはマイナスの判別得点
を与えられた個体は，それぞれマサバ，ゴマサバと判別さ
れる．マサバ仔魚の正解率は68%，ゴマサバ仔魚の正解率
はそれより高い83%であった（Table 2）．また，本研究で
用いたサバ属標本355個体全体での正解率は76%であっ
た．
作成した判別式の正解率を体長別にTable 3に示した．
正解率は2.0–3.9 mm BL，4.0–4.9 mm BLにおいてそれぞれ
82%，81%と比較的高い値を示したものの，体長の増大と
ともに低下し，7.0–8.9 mm BLの正解率は61%であった．

考　察
近年は分子生物学的手法を用いた仔魚の種同定がかなり一
般的に行われるようになったが（Chow et al., 2003; 秋元ほ
か，2005; Aoyama et al., 2007; Paine et al., 2008），ホルマリ
ンで保存した標本では分析が難しいことや，設備が必要で
作業に手間と費用がかかるため，形態学的にマサバとゴマ
サバの仔魚が識別できれば研究の推進上，有益である．両
種のホルマリン固定された卵はその卵径の違いにより種同
定でき（西田ほか，2001），現在ではこの同定法に基づい
た卵計数データにより，日本の太平洋岸におけるマサバと
ゴマサバの産卵量推定が行われている（水産総合研究セン
ター中央水産研究所，2010; 水産庁・水産総合研究セン
ター，2012）．本研究は，両種が同所的に出現する東シナ
海南部で採集し，同じ条件で固定・保存した標本を
mtDNA分析により種同定したマサバとゴマサバの仔魚に
基づき，その形態学的な違いを詳細に比較検討した最初の
知見である．解析の結果，同じ体長で較べた場合，項部の

黒色素胞の出現頻度，尾部腹中線の黒色素胞数，肛門前部
長および頭長に両種で違いがあることが分かった．以下に
これまでの報告と今回明らかになった結果を比較し，知見
を整理する．

Ozawa （1984）はゴマサバ仔魚では項部に黒色素胞群が
出現し，マサバ仔魚にはそれが認められないとし，本色素
胞群の有無を種同定のための形質としている．Trnski and 
Neira （1998）はオーストラリア東南岸産のゴマサバの仔魚
を記載し，同様に項部の黒色素胞（原著ではone melano-
phore dorsally on napeと記述されている）を本種の特徴の
一つに挙げている．本研究においても，7 mm BL未満の場
合，ゴマサバ仔魚の方が項部における黒色素胞の出現率は
有意に高かった．5 mm BL未満の仔魚の場合には，項部の
黒色素胞の出現率はマサバとゴマサバでそれぞれ0–30%，
50–86%と種間で大きな差があるので，種同定の手がかり
となり得る．特に，3 mm BL未満では，約半数のゴマサバ
は項部の黒色素胞を持つ一方で，マサバはそれらを持たな
いので，3 mm BL未満で項部の黒色素胞を持つサバ属仔魚
はゴマサバと同定できる．また，5.0–7.9 mm BLではゴマ
サバ仔魚は項部の黒色素胞群をほぼ100%有するので，こ
れがない個体をマサバとすることは可能であろう．しか
し，マサバにおいても項部の黒色素胞群の出現頻度は成長
とともに上昇し，ゴマサバのそれと重複するので，この黒
色素胞の有無だけでは正確な種判別は困難である．項部の
黒色素胞の有無に注目した両種の仔魚の識別法（Ozawa, 
1984）は海外の研究者にも採用されている例があり（Chiu, 
1999），サバ属両種の仔魚の出現時期や分布の記載がある
文献については内容の解釈において注意が必要である．
約5 mm BLからマサバとゴマサバ仔魚の頭長と肛門前
部長の成長に違いがあり，同じ体長同士で較べるとゴマサ
バの方がいずれも大きい値を示す可能性が指摘されていた
（渡部，1970）．本研究において，PAL/BLは4 mm BL以上
の各体長階級の仔魚において，ゴマサバの方がマサバより
有意に大きく，HL/BLは4.0–6.9 mm BLの各体長階級の仔
魚において，その平均値はゴマサバの方がマサバより有意
に大きかった．本研究では，採集後，直ちにエタノールに
浸して保管した仔魚について体形計測を行ったため，仔魚
の体長収縮の影響が予想されるものの（Moku et al., 2004），
得られた結果はホルマリン固定標本を用いた渡部（1970）
の観察と一致した．しかし，PAL/BLとHL/BLは両種で大
きく範囲が重複しており，仔魚の体形から種同定すること
は困難であった．
本研究より，同じ体長区分で比較するとマサバとゴマサ

バ仔魚で尾部腹中線の黒色素胞数の平均値に有意な違いが
認められた．矢部（1953）は，ゴマサバ仔魚の尾部腹中線
の黒色素胞数はマサバ仔魚のそれに較べて少ない可能性を
指摘しており，本結果はこれと一致した．本研究より，本
色素胞数は両種で重複する範囲は広いものの，3.0–3.9 mm 

Table 2.　Classification matrix of Scomber japonicus and S. aus-
tralasicus larvae based on discriminant analysis. Cases in 
row categories were classified into the column categories.

S. japonicus S. australasicus Accuracy （%）

S. japonicus 108  50 68
S. australasicus  34 163 83
Total 142 213 76

Table 3.　Percentage of species correctly identified by the dis-
criminant we developed, in relation to larval body length. n, 
total number of fish larvae examined.

Size class （mm BL） n Accuracy （%）

2.0–3.9  56 82
4.0–4.9  98 81
5.0–5.9 107 76
6.0–6.9  53 68
7.0–8.9  41 61
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BLで黒色素胞数が9未満，4.0–5.9 mm BLで黒色素胞数が
10未満の仔魚の大部分はゴマサバ，5.0–5.9 mm BLで黒色
素胞数が17以上の仔魚はマサバであることがわかった．
よって，この限られた範囲については尾部腹中線の黒色素
胞数により一部個体の種判別が可能であると思われる．い
ずれの種においても体長が大きくなるに従ってこの黒色素
胞数は減少し，一部は筋肉内に埋没して計数できなくな
り，7 mm BL以上では両種の間に違いは認められなかっ
た．
本研究より，マサバとゴマサバの仔魚を同じ体長で比較

すると，項部の黒色素胞の出現頻度，尾部腹中線の黒色素
胞数，肛門前部長および頭長は両種で異なることが分かっ
た．しかし，平均値に両種で有意な違いが認められたこれ
ら4形質を用いて作成した判別式の正解率は，解析に用い
た355個体で76%に留まった．体長別に正解率をみると，
5 mm BL未満においては約80%と比較的高いが，これは
5 mm BL未満の仔魚では，項部黒色素胞の出現頻度および
尾部腹中線の黒色素胞数の種間の相違が他の体長階級に較
べて大きいためである．両種仔魚の形態学的な違いが小さ
くなる5 mm BL以上の個体においては判別式の正解率は
低下し，7.0–8.9 mm BLでは61%となり，実質的に判別は
困難である．以上のことは，上述した4形質の平均値はマ
サバとゴマサバで異なるものの，範囲が大きく重複してお
り，種判別の分類形質としては不十分であることを示して
いる．現段階では，マサバとゴマサバ仔魚の確実な種同定
にはmtDNA分析など分子生物学的な手法が必要であると
結論づけられる．
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